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( )θω += tAty sin)(  
のモデル式にあてはめ，その振幅Aおよびθを求めた．その結果，全被験者におい
て振幅Aに周波数依存性が見られた．すなわち，振幅Aは刺激周波数が高くなるほ
どその値（ゲイン）が減少するローパス特性を示した．刺激からの位相遅れθは，
被験者AおよびBにおいて刺激周波数が高くなるほど大きくなり1.6Hzで最小とな
る．被験者Cは刺激周波数が0.8Hzで最小となるが，全被験者で刺激からの位相遅
れが周波数依存性を持つ傾向が示された．また，GVSにより生起される主観的な回
旋運動の周波数特性と比較することができる，刺激周波数が0.5～2.0Hzの間では，
主観的な視野の運動と眼球運動の周波数特性は同様の傾向を示していることが示
唆された．この結果は，GVSに誘起される視野運動が，主にGVS誘因性の回旋眼球
運動によって引き起こされることを示唆した知見に対して，その妥当性を一部の
刺激周波数帯(0.5～2.0Hz)において支持できた． 
さらに，本実験で得られた眼球運動が，全ての被験者および刺激周波数帯で電
極の陽極側に回旋した，つまり左耳側の電極が陽極であるとき眼球は被験者視点
で見ると反時計回りに回旋したことから，GVS誘因性の眼球運動は主に半規管では
なく耳石器へ刺激により誘起される耳石性の前庭動眼反射である可能性を示し
た． 
 
 
